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【 タ イ ト ル 】 ”WHAT” か ら ”HOW”へ - パ ラ ダ イ ムシ フ ト の中で 

【 名   前 】 尾和  恵美加 

【 本   文 】  

 

は じ めに 

 

 ”WHAT” か ら ”HOW”へ 、 2018年現在 、 時代は激動の変化の中にあ る 。 こ れま での人類史

上に例がない く ら い 、 現代はモ ノ も 情報 と で溢れかえ っ ている 。 モ ノ が存在する こ と は 、

当た り 前の こ と と な っ た 。 大学生の殆どが 、 自分の PC を所有する ま での時代にな っ たの

だ 。 ひ と 昔前 、 自動車が登場 し た当時 、 自動車 と い う 存在自体が新 し い技術ゆえに有 り 難

か っ たはずだ 。 その存在自体が 、 我々の文明の発展を表現 し てお り 、 存在 し ている だけで 、

十分だ っ たのだ 。 し か し 、 工業化が進み 、 効率化が進む中で 、 あ ら ゆる も のの量産が可能

と な り 、 我々は膨大な選択肢の中か ら 一つ一つ商品を選び と る こ と にな っ た 。 そ し て 、 存

在する こ と は も はや 、 当た り 前の こ と と な っ た 。 そ し て 、 その次の段階では 、 他の車 と 比

較 し た時に 、 その車は ” 何が ” 特別なのかー最高速度や席数な どが購買の動機 と な っ た 。

こ れが  ”WHAT” の時代であ る 。  

 一方現在では 、 購入時に検討 さ れる個性のみな ら ず 、 購入後に ” どのよ う な ” 特別な時

間を自分た ち に提供 し て く れるのかが 、 重要にな っ て き ている 。 こ れが 、 ”HOW”の時代で

あ る 。 そ し て こ の ”WHAT” か ら ”HOW”への変遷は 、 ” モ ノ ” か ら ” コ ト ” へ 、 そ し て ” ト

キ ” への変遷 と も 言い換え る こ と がで き る 。 機能的か 、 効率的か 、 その も の自体が も つ価

値は も ち ろ ん大切な要素だ 。 加え て 、 その自動車を使 う こ と で 、 どのよ う な時間が過ごせ

るのか 、 どのよ う な気分に さ せて く れるのか 、 と い っ た そのモ ノ の も つ ” 附帯価値 ” に 、

人々の選択の軸がシ フ ト し て き たのではないだ ろ う か 。 人々の価値観の中で 、 パ ラ ダ イ ム

シ フ ト が 、 ま さ に今 こ の瞬間 も 起 こ っ ている 。  

 こ の変化が見 ら れるのは 、 購入者側だけではない 。 作 り 手側か ら も 、 こ の 、 ”WHAT” か

ら ”HOW”へのムーブ メ ン ト が発生 し ている 。 18世紀半ばに始ま っ た産業革命を経て 、 20世

紀後半に台頭 し た シ ス テム化を経て 、 現在があ る 。 こ の変化がどんな も のだ っ たのか 、 も

う 少 し 詳細に見てみる 。 高品質のプ ロ ダ ク ト を量産する中では 、 均一の品質を担保する こ

と が重要であ り 、 業務の標準化が進んだ 。 多 く の先人の努力の積み重ねに よ り 、 標準化は

日々進み 、 効率は高ま っ てい っ た 。 し か し 、 標準化が高ま る裏で 、 その邪魔 と な る個性や

無駄 も 同 じ く ら い排除 さ れて き た 。 それは 、 つま り 、 ” 代替可能度 ” が高ま っ た こ と を意

味 し 、 ” 自分ではない誰か ” で も で き る仕事が増加 し た と い う こ と であ る 。 こ う し た時代

背景を観察 し ている と 、 虚 し さ が世界に蔓延 し ている こ と が鮮明に感 じ ら れる よ う にな る 。

そ こ で 、 こ の反動で 、 自分で な く てはな ら ない 、 と い う 特別感を感 じ たい と い う 欲求が高

ま っ ている よ う に感 じ る 。 他な ら ぬ自分が 、 そ こ に存在する こ と で価値が完結する 、 ” ト
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キ ” への重要度 、 ”HOW”への重要度が高ま っ ているのだ 。  

  

 経済発展で忙 し い時代 、 量を こ なす こ と が重視 さ れた時代では 、 人々は標準化に よ る効

率化が も た ら す恩恵に感謝 し たはずだ 。 し か し 、 前述のよ う に現代においては 、 標準化で

き る業務は 、 誰がや っ て も アウ ト プ ッ ト の変わ ら ない仕事であ る こ と に 、 みんなが う っ す

ら と 気づ き始めている 。 AI技術の発展に よ り 、 今自分がや っ ている仕事は 、 人間で な く 、

AIがや っ て も 変わ ら ない仕事なのか も し れない と 思 っ ている人す ら 増え ているのではない

だ ろ う か 。 AI等のテ ク ノ ロ ジー と の掛け合わせに よ り 新 し い業務のあ り 方を探す動きが 、

あ ら ゆる業界で活発にな っ ている 。 例えば 、 金融業界では 、 テ ク ノ ロ ジーの活用に よ り 、

さ ら に業務を効率化 し てい く Fintechのムーブ メ ン ト があ る 。 こ れを受けて 、 みずほ フ ィ ナ

ン シ ャ ルグループが昨年11月に発表 し た 、 約 1 年間での 1.9 万人の人員削減の発表は 、 衝

撃的だ っ た 。 と 、 同時に今自分が立 っ ている時代を再確認する よ う な 、 重要な ニ ュ ース で

あ っ た 。  

 も ち ろ ん標準化に よ る効率化は素晴 ら し い 。 効率化が進む と い う こ と は 、 生まれた余剰

時間を使用 し て 、 や り たい こ と がで き る と い う 、 理想の状況を生み出す 。 こ れま での人類

史では 、 人は生き る ために働き 、 好き な こ と を す る時間は十分にはなか っ たのだ 。 こ の状

況下に置かれた人間は 、 幸せなはずであ る 。 だが次の問題は 、 や り たい こ と がない 、 と い

う 問題だ 。 我々は 、 モ ノ に溢れた時代の中で 、 ” 生 ” へ対 し て 、 受け身にな っ て し ま っ た 。

生活に不便を感 じ た時 、 自分で解決策を考え な く て も 、 街中で 、 雑誌で 、 イ ン タ ーネ ッ ト

の中で 、 私た ち を取 り 巻 く 360 度か ら 、 解決策は提供 さ れる 。 こ う し た状況下では 、 自分

の ” 生 ” への思考が停止 し 、 欲がな く な っ てい く 。 若年層を中心に 、 みんなや り たい こ と

がわか ら ない 。 こ れは 、 先進国の隠れた社会問題だ 。 いい仕事は ”Have to （ 〜 し なけれ

ば ） ” か ら ではな く ”Want to （ 〜 し たい ） ” か ら 生まれるはずだ 。 自分の内側か ら 湧き出

る 、 「 こ れをや り たい 」 と い う 強い思いに突き動か さ れる こ と こ そが 、 大切だ 。 こ の情熱

は 、 常に人を思考 さ せ 、 今ま で見え なか っ た新 し い景色を見 さ せて く れる 。 自分で足を動

か し て赴 く 旅先で素敵な経験に出会え る よ う に 、 自分か ら 思考を するか ら こ そ 、 同様に素

敵な価値を得る こ と がで き る 。 そ し て 、 そんな経験を得 ら れる こ と は 、 本来 ” 生 ” の喜び

であ るはずだ 。 こ う し た喜びが日々を楽 し く さ せ 、 達成する と 決めた こ と を よ り 良い状態

で長続き さ せる ための秘訣なので ないだ ろ う か 。 つま り ”Want to”が 、 良い仕事の条件であ

る ”How” にま で 、 思い巡 ら せる こ と を可能に さ せる 。  

 SDGs の取 り 組み と は 、 持続可能性 こ そが 、 一番訴えたい点ではないか と 認識 し ている 。

何故な ら その定義は 、 ” 人類 と 地球 、 持続可能な繁栄のために世界 193 カ国が掲げる 2030

年ま での行動計画 ” だか ら だ 。 17あ る ア ジ ェ ン ダの中で も 、 ”Want to”か ら 動 く こ と が大切

であ る と い う 前述の理由で 、 ア ジ ェ ン ダ 8 の 「 働きがい も  経済成長 も 」 を 、 私は最重要

視 し ている 。 こ のア ジ ェ ン ダは 、 他の全てのア ジ ェ ン ダのベース と な る ス タ ン ス を定義 し
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ている よ う に思え る 。 ま た 、 SDGs のよ う に世界一丸 と な っ ての動きは発展途上国に フ ォ

ー カ スが当た る傾向にあ るが 、 し か し ア ジ ェ ン ダ 8 に関 し ては特に 、 先進国で も 重要な ア

ジ ェ ン ダ と な っ ている と 認識 し ている 。 こ の小論文では 、 日本での気づき の他 、 現在の拠

点であ るデン マー ク の第二の都市 、 オー フ ス での気づ き も 踏ま え て 、 意見を下記に述べて

い く 。  

 

 

「 未来に選ばれる会社 」 への提言 

 

 「 未来に選ばれる会社 」 と は 、 魅力的な ”HOW”を届ける企業 、 つま り 自 ら が信 じ る価値

に基づ く 哲学を体現 し 、 よ り 多 く の人々に 、 新 し く 素晴 ら し い価値を提供 し ている企業で

あ る と 考え る 。 こ う し た企業の目印 と し て 、 B-Corp と い う ア メ リ カ で作 ら れた企業のあ り

方があ る 。 B-Corpの 「 B 」 は 「 Benefit （ ベネ フ ィ ッ ト ： 利益）」を指す 。 そ し て 、 企業を取

り 巻 く 環境や コ ミ ュ ニ テ ィ 、 従業員 と い っ たス テー ク ホルダーに対する利益を追求 し 、 本

当の意味でのサス テ ィ ナ ブルな企業経営のあ り 方を目指す 。 社会問題の解決に留ま ら ず 、

人々が共に豊かにな る方法を同時に探 し 、 体現 し ているのであ る 。 こ う し たB-Corpの考え

方は 、 「 誰一人取 り 残 さ ない （ No one will be left behind）」 と い う SDGs の考え方 と 同 じ 方向

性を目指 し ている 。  

 パ タ ゴ ニ ア な どがB-Corpか ら の認定を受けている企業の一例であ るが 、 実際にB-Corpに

認定 さ れているデン マー ク のアパレル企業の設立者へ イ ン タ ビ ュ ーする機会があ っ たので 、

少 し こ の企業の紹介を し たい 。 こ の会社は 、 デン マー ク の北に位置する オールボー と い う

街を ベース と し 、 レ ジ ャ ージ ャ ケ ッ ト のオン ラ イ ン販売を全世界へ行な っ ている 「 Better 

World Fashion 」 と い う 会社であ る 。 素材は 、 廃棄レザー ジ ャ ケ ッ ト を扱 う NGOか ら 、 高品

質の も のを選別 し 買い取 っ ている 。 買い取 っ た レザーの綺麗な部分か ら 30弱のパーツ を抜

き取 り 、 再度自分た ちのオ リ ジナルのパ タ ーン を 使用 し て 、 新 し い レザージ ャ ケ ッ ト に作

り 直 し ている 。 セ カ ン ド ユーズのレザー を使 っ ているので 、 元々ついていたワ ッ ペンやス

テ ッ チ な ど 、 一着一着が違 う オ リ ジナルのジ ャ ケ ッ ト にな っ ている 。 それゆえ 、 全てのレ

ザージ ャ ケ ッ ト は ID を つけて個体認証 さ れてお り 、 購入 し たユーザーが 、 現在ど こ で彼の

会社のジ ャ ケ ッ ト を着ているのかを 、 写真付き で シ ェ アする こ と がで き るのであ る 。 こ の

会社は二人の創設者に よ り 三年前に設立 さ れてお り 、 二人が子供を も つ父親 と し て 、 子供

が過ごす未来の環境を考え た と き に 、 こ のレザーの無駄な消費に よ る動物保護の問題に着

目 し たそ う だ 。  

 こ の企業のよ う に 、 「 未来に選ばれる会社 」 のあ り 方 と は 、 自社のプ ロ ダ ク ト を通 じ て 、

社会問題の解決だけではな く 、 経済的豊 さ も 利用者の心の豊か さ も 同時に生み出す哲学を

体現 し ている企業ではないだ ろ う か 。 ユーザーにいい意味での WOW! 体験を届け 、 心に大
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き く 響き 、 共感を生み出 し ている 。 こ う し た価値を産み出すためには 、 多 く の思考を重ね 、

多 く のテ ス ト を重ね 、 プ ロ セ ス を回 し てい く こ と が必要であ り 、 そのための特に重要であ

る と 考え ら れる三つの前提条件を下記に述べてい く 。  

 

1. 哲学を生み出す 

 哲学は 、 思考に思考を重ねて 、 手 と 心を動か し て 、 最重要部分以外を 削ぎお と し た中か

ら し か生まれない 。 彫刻家が作品を生み出すよ う に 、 いい素材を まずは選び 、 色々な場所

へ足を運び 、 他者や自分 と の対話を繰 り 返 し 、 手を動か し て微調整 を繰 り 返 し なが ら 、 理

想の最終形態が生み出 さ れる 。 思考を繰 り 返す中で 、 人は自分の拘 り や価値観を発見 し 、

それ ら が行動に反映 さ れる と 哲学 と な るのだ 。  

 今の時代 、 ユーザー と 触れ合 う 瞬間は 、 デジ タ ルマーケ テ ィ ン グな どの手法に よ り 、 以

前よ り も 生み出 し やす く な っ ている 。 し か し 、 接点が生まれた と こ ろ で 、 魅力的に感 じ て

も ら う 哲学がなければ 、 その接点 も 無駄 と な っ て し ま う 。 そ こ で 、 B-Corpに認定 さ れた企

業の生み出す価値を分析 し 、 「 マ ク ロの視点 と ミ ク ロの視点の両方がバ ラ ン ス良 く 共存 し

ている状態 」 と 定義 し てみる 。 そ し て 、 こ の二つの視点に対 し ては 、 現在 と い う 時間軸 と 、

過去か ら 未来へ と い う 大き な時間軸 と 、 二つの時間の幅か ら 考え ら れる必要があ る 。 それ

ぞれ下記で 、 説明を する 。  

 まず 、 マ ク ロの視点 と ミ ク ロの視点について 。 こ れは考え る立場の数 、 広 さ の話であ る 。

ミ ク ロ な視点 と は 、 自分の立場だけで物事を考え る こ と だ 。 こ れは 、 生身での体験を通 じ

て生まれる視点なので 、 個性的で深い洞察が得 ら れる 。 一方で 、 マ ク ロ な視点 も 同様に大

切だ 。 グ ローバルマーケ ッ ト に生き る今 、 居住地 、 宗教 、 年齢 、 性別 、 職業な ど 、 様々な

立場に立 っ て考え てみる こ と も 同様に必要であ り 、 哲学を作る中での大き な ス テ ッ プ と な

る 。  

 例えば 、 私が住んでいた日本の東京 と 、 今住んでいるデ ン マー ク の第二の都市であ る オ

ー フ ス では 、 タ イ ムス リ ッ プ し た よ う な 、 も し く は違 う 惑星にや っ て き て し ま っ た よ う な

感覚に陥るほど 、 差があ る 。 北欧の人の働き方の価値観は 、 ” 最小限の労力で最大限の成

果を ” だ 。 一方で日本人の働き方の価値観は ” 惜 し まぬ労力で最高の成果を ” であ る 。 少

し 先ま で見据え て 、 何が起 こ っ て も 絶対に大丈夫な レ ベルを目指す日本の仕事はやは り 素

晴 ら し い 。 サ ラ ン ラ ッ プや自転車な ど 、 日常の中で何気な く 使 う 物 、 一つ一つに安心感を

覚え る 。 一方 、 北欧の人の価値観で仕事を進めた場合 、 考え抜かれた計画に沿 っ て タ ス ク

の消化が進むわけではないので 、 安心感がいつ も 担保 さ れるわけではない 。 一方で 、 作 り

なが ら 考え る ために柔軟に物事が対処 さ れ 、 人間 ら し さ が出る と 行 っ た良 さ も あ る 。  

 こ れま では 、 初期段階で あ る適度詳細な計画を立て 、 実行時には手を動かす こ と に フ ォ

ー カ スす る と い う 進め方 を し ていた 。 し か し 、 初期段階では大まかな計画を た て 、 様々な

機会に対 し てオープ ン に な り 、 方向性が決ま る度に詳細な直近スケ ジ ュ ールのみを詰めて
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い く と い う 進め方へ 、 柔軟性が高ま っ た 。 そ し て 、 仕事の方向性を 常に少 し ずつ変化 さ

せ 、 ” 仕事を生き物にする ” と い う 新た な哲学の発見に至 っ た 。 い ろ んな立場に立 っ て 、

自分の思考を検証 し てみる こ と に よ り 、 新 し い考え方 と 自分が信 じ る考え方 と の対話が始

ま る 。 そ し て 、 思考がハイ ブ リ ッ ト 化 さ れて醸成 さ れてい く と 、 やがて強固な哲学 と な っ

てい く のだ 。  

 自分の コ ン フ ォ ー ト ゾーンの外に存在する新 し い考え方に遭遇 し た時 、 自分のや り 方が

正 し い と 思 っ て し ま う 瞬間は避け ら れず 、 最初は適応 し てい く 難 し さ や葛藤があ る 。 し か

し 、 う ま く 組み合わせてい く 点を見つける こ と に よ り 、 今ま での視野では得 ら れなか っ た 、

強い哲学が音を立て て生み出 さ れるのであ る 。 こ れは 、 各自の思考の積み重ね と 、 感情の

高ま り と 、 行動の軌跡 と の組み合わせで生み出 さ れ 、 かけがえのない自分だけの哲学 と な

っ てい く 。  

 次に 、 時間軸について 。 現在 と い う 時間軸は 、 今 こ の瞬間 、 目の前にあ る課題の こ と だ 。

過去か ら 未来へ と い う 大き な時間軸 と は 、 過去の時代変遷か ら 時代のムーブ メ ン ト を捉え 、

未来を予測 し てい く こ と であ る 。 例えば 、 ITサー ビ スの変遷を見てみる 。 1990年代後半 、

ガ ラ パゴ ス携帯の普及が一気に進んだ 。 ガ ラ パゴ ス携帯の機能は 、 スペ ッ ク に差はあ る も

のの基本的には メ ールや電話 、 写真の撮影 、 イ ン タ ーネ ッ ト の閲覧 な ど であ っ た 。 時は流

れ2000年代後半にな る と 、 ス マー ト フ ォ ンが登場 し た 。 ス マー ト フ ォ ンは 、 ガ ラ パゴ ス携

帯の保有 し ていた基本的な機能に加え て 、 好き な ア プ リ ケーシ ョ ン を ダウ ン ロ ー ド で き る

よ う にな っ た 。 こ こ で 、 ” カ ス タ マ イ ズ ” と い う 時代のムーブ メ ン ト が登場 し た 。 2010年

に入 り 、 Amazon が興隆 し て き た 。 Amazon では こ れま での商品注文履歴 、 閲覧履歴 と い

っ たデー タ を活用 し 、 オス ス メ の商品がユーザーへ表示 さ れる よ う にな っ た 。 こ の タ イ ミ

ン グで 、 ” オ リ ジナ リ テ ィ ” への価値が高ま っ た 。 こ のよ う に ” 個性 ” を強 く 感 じ てい く

ムーブ メ ン ト が 、 こ の20年間の中で発見で き る 。 こ う し て時代の流れを読む こ と で 、 来た

る時代に価値を発揮する も のーそれは”HOW”の価値観であ る 、 と 予測がつ く よ う にな る 。  

 

2. 哲学を感 じ ら れる特別感を作る  

 哲学が本当に こ も っ たプ ロ ダ ク ト は 、 使い手にその哲学を伝え 、 そ し て 、 作 り 手の人格

を想像 さ せる 。 圧倒的な世界観の演出か ら 、 出会 っ た瞬間に 、 会 っ た こ と も 話 し た事 も な

い作 り 手が身近に 、 立体的に浮かび上が り 、 感 じ ら れる瞬間があ る 。 こ の瞬間 こ そが 、 哲

学を身近に感 じ て も ら えた瞬間 と な る 。 そ し て 、 こ の瞬間 こ そがユーザーが求める顧客体

験の一要素であ る 。  

 例えば 、 建築の巨匠ア ン ト ニ ・ ガウデ ィ がスペ イ ンのスペ イ ンのバルセ ロ ナに作 っ た 、

「 カサ ・ バ ト リ ョ 」。 私は こ こ で 、 こ の瞬間を迎え た経験があ る 。 も と も と こ の建造物は 、

彼のパ ト ロ ンの個人邸宅 と し て設計 さ れた 5 階建ての建物であ る 。 外観にはパス テル カ ラ

ー と 曲線が多用 さ れ 、 足を踏み入れる前か ら 、 彼の世界感が伝わ り 、 引き込まれる 。 そ し
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て 、 一歩建物の中に入る と 、 至る所に彼の哲学を感 じ 取る こ と がで き る 。 彼の哲学に多 く

触れる中で 、 同 じ 時代には存在 し ていない彼が身近に立体的に浮かび上が っ て く るのであ

るのであ る 。 例えば 、 階段の手摺 り 一つ取 っ てみて も 、 利用者に と っ ては掴みやすい 、 建

物に と っ てはよ く 馴染む 、 カ ーブが一階部分か ら 二階部分にかけて設置 さ れている 。 ま た 、

建物の内部には光を取 り 込むための空間があ り 、 その空間に面 し て各階に窓が設置 さ れて

いるのだが 、 こ こ に も 彼の哲学が発見で き る 。 取 り 込む太陽光の量がどの階で も 一定にな

る よ う に 、 階に よ り 窓の大き さ を変え る と い う 工夫が さ れているのだ 。 最上階の 5 階は太

陽の光が入 り やすいために小 さ めの窓が 、 1 階は光が届き に く いために大 き な窓が設置 さ

れているのであ る 。  

 こ う し た空間の中で 、 ガウデ ィ の繊細な気配 り や 、 思考量の多 さ に 、 価値の受け取 り 手

は圧巻 し 、 魅了 さ れ 、 彼の思考に思い を馳せずにはい ら れな く な る 。 ま る で 、 恋を し てい

る よ う な心の状態か も し れない 。 こ う し て彼について考え る時間が増え る に連れて 、 受け

取 り 手の中で 、 ガウデ イ の人物像がよ り 明確に浮かび上が り 、 彼の存在が身近に感 じ ら れ

る よ う にな るのであ る 。 カサ ・ バ ト リ ョ を訪れる ま では 、 歴史の教科書の中に登場 し ただ

けの 、 少 し 遠い存在であ っ た 。 し か し 、 建物に足を踏み入れ し ま う と 、 建物のあ ら ゆる拘

り を通 じ て 、 ガウデ ィ が話 し かけ続けて く る 。 プ ロ ダ ク ト を通 じ て共有 し て く れた哲学を

受け取 り 、 自分の中で彼 と の会話を進める こ と に よ り 、 と て も 身近に感 じ ら れたのだ 。  

 考え抜かれた哲学を あ ら ゆる方向か ら 伝え る こ と で 、 受け手に身近に感 じ て も ら う と い

う ロ ジ ッ ク は 、 我々の日常生活の中に も 見る こ と がで き る 。 テ レ ビや雑誌の中の少 し 遠か

っ た有名人が 、 Twitterや Instagram と い っ た SNS のサービ ス を通 じ て 、 彼 ら の日常的な思考

を垣間み さ せて く れる こ と は 、 ” そんな価値を共有 し て も ら え る特別な自分 ” と い う 感覚

を も た ら す 。 それが 、 こ れほど ま でに流行 し てい る 理由なのではないだ ろ う か 。  

 

3. 哲学を受け入れる社会を作る  

 ” 哲学 ” の前段階は ” 思考 ” であ り 、 哲学の発展系は ” 文化 ” であ る 。 逆説的だが 、 文

化がそれぞれの哲学を受け入れる準備 、 多様性を受け入れる ための準備がで き ていない と 、

哲学は育たない 。 よ り 多 く の人が哲学を考え 、 発信 し 、 他者 と の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンの中

で哲学を育て る には 、 安心 し て自分の考え方を大切にで き る 、 セー フ スペースが必要であ

る 。 日本の ” 出る杭は打たれる ” と い う 文化は 、 たびたび問題視 さ れて き たが 、 めま ぐ る

し い変化の中で薄ま っ て き た よ う に感 じ る 。 し か し 、 ま だ受容度には伸び代があ る 。 それ

は 、 それぞれの哲学の価値に気づ き 、 周 り も 一緒にな っ て伸ばす 、 と い う こ と だ 。 すば ら

し い個性や哲学があ っ て も 、 リ ス ク 思考の日本では 、 悪い点に フ ォ ー カ スが当て ら れ 、 い

い点には フ ォ ー カ スが当た り に く い傾向にあ る と 感 じ る 。 ま た 、 評価者の能力を超えた哲

学が出て き た場合 、 その人物が理解で きずに 、 評価 さ れない と い う こ と も 、 度々起 こ っ て

いるのではないだ ろ う か 。  
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 し か し 、 多様性への高い受容度のあ る場か ら 生まれる 、 革新的なサービ スが求め ら れは

じ めてい る 。 例えば 、 民泊サービ ス であ る Airbnb の創業者はア メ リ カの美大の出身であ る 。

美大 と い う のは 、 考え抜いた先に見え て き た時代感や個性を 、 表現 し てい く こ と が評価 さ

れる場所であ り 、 多様性への受容度が高い場所であ る 。 他に も 、 世界的な コ ンサルテ ィ ン

グ フ ァ ームに よ る デザ イ ン フ ァ ームの買収な ど 、 多様性の中で育 っ た強い哲学を も つ人材

の産み出すバ リ ュ ーに 、 多 く の企業が注目を始めて いる 。  

 

 

「 未来に選ばれる会社 」 の実現に向けて  

 

 「 未来に選ばれる会社 」 と は 、 ”Want to”起点のモ チベーシ ョ ンか ら 深い哲学を生み出 し 、

ユーザー を魅了 し てい く よ う な会社であ る 。 前述の『「未来に選ばれる会社 」 への提言 』 の

中で言及 し た 3 つのポ イ ン ト について 、 個人レ ベル と 企業レ ベル と 社会レ ベル と 、 三段階

で考え てい く 必要があ る 。 企業レ ベルだけで考え ていて も 、 実際に手を動か し て価値を産

み出す人間に哲学がなければ 、 その価値は半減 し て し ま う 。 さ ら には 、 産み出 さ れた魅力

的な価値を理解 し 、 評価で き る社会が必要だ 。  

 今 ヨ ーロ ッ パで 、 日本人に と っ て当た り 前の価値観であ る 、 生き甲斐 と い う 考え方

が 、 ”IKIGAI” と し て若者を中心に注目を浴びている 。 ”Want to”がない状態への焦 り を感 じ

る 。 まずは 、 個人レ ベルで強固な IKIGAI を検討する時間を確保 し 、 次に 、 会社レ ベル 、 社

会レ ベル と 広げてい く こ と が良いのではないか 。  

          

* 出典 ： https://barbarabray.net/2017/11/14/ikigai-your-purpose-and-reason-for-being/  

https://barbarabray.net/2017/11/14/ikigai-your-purpose-and-reason-for-being/
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 まず 、 個人レ ベルについて 。 IKIGAI と い う 真新 し い価値観が 、 国外の人に と っ て どのよ

う に理解 さ れているかを紹介する 。 それは 、 次の四つ要素の円が重な る場所であ る と 説明

さ れている 。 「 What you love （ 好き な こ と ）」、 「 What you ’ re good at （ 得意な こ と ）」、

「 What you can be paid for （ 対価を支払 っ て も ら え る こ と ）」、 「 What the world needs （ 需要

があ る こ と ）」であ る 。 日本の社会では 、 進学時や就職活動時 、 結婚や出産の タ イ ミ ン グな

ど 、 ラ イ フ イ ベン ト ご と に 、 自分の人生の価値観を点検する習慣はあ る 。 し か し 、 日常的

に自分の も つ価値基準で常に行動で き ているか と い う と 、 忙 し さ に忙殺 さ れ 、 思考停止 し

ている瞬間 も 多いよ う に感 じ る 。 その証拠に 、 以前 、 幸せの定義の リ サーチ （ Happiness 

collection ） を行 っ た際 、 北欧の人は ” 周 り の誰かに何かを与え る こ と が幸せだ ” と 答え る

傾向があ っ たのに対 し 、 日本 、 特に東京の働き盛 り の年代は 、 ” 自分が誰か と 比較 し た際

に優 っ ている こ と が幸せであ る ” と 回答する傾向が見 ら れた 。 思考 し ている時に導き出 さ

れる健全な幸せの定義 と は 、 自分の軸で測る幸せのあ り 方にな る も のではないだ ろ う か 。  

 ま た 、 IKIGAI はHappiness （ 幸福 ） と 近い概念であ る 。 し か し 、 レ ベル感は異な る 。

Happinessは一時的な状態であ り 、 Happinessを日々の中で積み重ねてい く と 、 その延長線上

で達成 さ れる も のが IKIGAI であ る 。 こ のよ う に生き 甲斐 と い う 概念を分析 し てい く と 、 と

て も 大き な こ と のよ う に感 じ 、 ため ら っ て し ま う か も し れない 。 こ う し た場合は 、 日常の

幸せに感 じ る事を洗い出 し 、 要素を分解 し なが ら 自分の価値観の方向性の検討を進める と

導き出 し 易 く な るはずだ 。  

 

 次に 、 企業レ ベルで哲学を考え てい く 際 、 上層部 と 現場の人間 と が 、 会社を どのよ う な

方向へ導いてい く のかを一緒に考え てい く よ う な枠組みが 、 必要なのではないだ ろ う か 。

何故な ら 、 上層部の人間にはマ ク ロの視点が見え てお り 、 現場の人間には ミ ク ロの視点が

見え ているか ら であ る 。 逆の視点はお互いに見えづ ら く 、 想像の域にな っ ている こ と が多

いのではないだ ろ う か 。 同 じ 枠組みの中で毎日働いている に も 関わ ら ず 、 交わる こ と が稀

な こ の 2 種類の人間が交わる こ と で 、 実は視点間における絶妙なバ ラ ン スが保たれる 。

日々見ている も のが違 う あま り 、 ひ ょ っ と し た ら 共通言語を す ぐ に見出せずに 、 会話はス

ムーズに行かないか も し れない 。 そんな時は 、 まずは感情を シ ェ アする こ と が大切だ 。 感

情には 、 人の思考の傾向が現れる 。 そのため 、 感情を大切にする こ と で 、 その組織で し か

創出で き ない価値の発見に繋がるはずだか ら だ 。 ポジ テ ィ ブ な感情だけではな く 、 嬉 し い

と 感 じ る瞬間 も 辛い と 感 じ る瞬間 も 全部ひ っ く るめて 、 上司 と 部下が話すのではな く 、 ”

人間 ら し い ” 会話が 、 その場で繰 り 広げ ら れる こ と が 、 バ ラ ン ス感 と 納得感のあ る方向性

を導き出すためには 、 理想であ る 。 ま た 、 その中で 、 創業当時の方向性を大切に し なが ら

も 、 今の時代感 と も 、 ど っ し り と 向き合 っ て行ける よ う な方向性や哲学が生み出 さ れるは

ずだ 。 その軸に沿 っ た行動計画に合わせて実際に動いてい く こ と で 、 「 未来に選ばれる会

社 」 へ と ド ラ イ ブ をかけ る こ と がで き る と 考え ている 。  



第 4回住友理工学生小論文アワード 

 

文字数の参考：１行あたり 40文字、１ページあたり 1400文字です。 

文字数： 10250 文字 

 

 最後に 、 社会レ ベルについて 。 『「未来に選ばれる会社 」 への提言 』 の中で も 既に触れて

いるが 、 多様性への需要 こ そが重要であ る 。 し か し 、 単一民族かつ島国であ る我々日本人

が 、 こ の環境を構築する ためには 、 並々な ら ぬ努力が必要であ る と 感 じ る 。 一番確実な方

法は 、 現在の詰め込み型の教育シ ス テムか ら 、 思考型の教育シ ス テムへ と 変え て行 く こ と

であ る 。 し か し 、 こ れでは変革ま でに時間がかか っ て し ま う 。 そ こ で 、 大人へのアー ト 教

育が有力なのではないか と 考え る 。 アー ト の世界には 、 正解がない 。 言 っ て し ま えば 、 全

てが正解なのであ る 。 自分が納得で き る正解を作る プ ロ セ スが一番大変なのだが 、 こ の自

分で思考 し てい く 姿勢 こ そが 、 時代が一番求めている と こ ろ であ る 。 ま た 、 アー ト のプ ロ

セ スの中では 、 他人 と の対話の中での内省が忙 し く 進む 。  

 

 

さ いごに 

 

 日本は 、 超少子高齢社会であ る 。 こ れか ら の少ない労働人口で日本を飛躍 さ せる ために

は 、 個人個人が強い哲学を持ち 、 そ こ か ら く る情熱に突き動か さ れて働ける よ う な環境を

整え る必要があ る 。 だか ら こ そ 、 あ ら ゆる問題解決の根本であ る ア ジ ェ ン ダ 8 にまずは真

剣に取 り 組む こ と で 、 他の課題やア ジ ェ ン ダの解決 も 達成が可能にな っ て く るのではない

だ ろ う か 。 ま た 、 世界におけ る課題先進国であ る と い う ポジ シ ョ ン を生か し て 、 課題解決

の一連のプ ロ セ ス を世界へシ ェ ア で き る よ う になれば 、 日本が世界か ら 強 く 求め ら れる国

にな る と 考え ている 。 こ の可能性を 、 こ の小論文を通 じ て 、 多 く の人に知 っ て も ら いたい 。  
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